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延
暦
寺
が
東
塔
・
西
塔
・
横
川
の
三
塔
を
整
備
し
、
十
六
谷
の
制
を
確
立
し
た
の
は
、
十
世
紀
の
末
良
源
の
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
や
が
て
十

一
世
紀
の
中
ご
ろ
、
皇
族
や
貴
族
の
子
弟
が
寺
内
に
特
定
の
院
坊
を
か
ま
え
て
居
住
す
る
に
至
っ
て
門
跡
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
大
原
三

千
院
門
跡
（
梶
井
）
・
粟
田
口
青
蓮
院
門
跡
、
竹
内
曼
珠
院
門
跡
・
山
科
毘
沙
門
堂
・
大
佛
妙
法
院
門
跡
等
の
五
箇
門
跡
が
多
数
の
子
院
と
寺

領
荘
園
を
領
有
し
て
一
山
に
の
ぞ
ん
だ
。
『
源
平
盛
衰
記
』
は
、
平
安
末
の
叡
山
の
僧
徒
を
、
学
生
二
千
、
堂
衆
三
千
と
称
し
て
い
る
。

叡
山
の
僧
団
は
、
古
来
上
方
・
中
方
・
下
僧
の
三
階
層
に
わ
か
れ
て
い
た
。
山
門
再
興
以
後
の
状
態
を
記
し
た
『
天
台
座
主
記
』
慶
長
五
年

の
「
当
今
出
世
制
法
」
を
参
考
に
し
て
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
山
徒
の
組
織
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
上
方
は
学
生
・
学
匠
・
学
侶
な
ど
と
よ
ば
れ
、
衆
徒
と
い
う
の
も
多
く
は
こ
の
階
層
を
さ
し
て
い
た
。
し
か
し
右
の
制
法
に
よ
る
と
、

厳
密
に
は
、
衆
徒
・
山
徒
・
寺
家
執
当
・
四
至
内
の
区
別
が
あ
っ
た
。
衆
徒
と
い
う
の
は
、
す
べ
て
山
上
の
僧
房
に
常
住
し
て
妻
帯
せ
ず
、
研

究
・
修
禅
に
の
ゑ
生
き
る
「
清
僧
」
学
生
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
皇
族
・
貴
族
の
出
身
で
、
幼
に
し
て
稚
児
と
し
て
入
山
し
、
修
練
を
つ

延
暦
寺
の
山
僧
と
日
吉
社
神
人
の
活
動
（
豊
田
）

社
寺
の
社
会
的
活
動
と
し
て
、
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、
延
暦
寺
の
山
僧
と
日
吉
社
の
神
人
の
経
済
活
動
で
あ
る
。
叡
山
の
領
有
す
る

荘
園
が
全
国
に
ま
た
が
り
、
巨
額
の
年
貢
が
叡
山
に
運
び
込
ま
れ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
叡
山
を
中
心
と
す
る
消
費
経
済
が
中
世
の
社
会
に
あ
た

え
る
影
響
は
予
想
以
上
の
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
ま
た
こ
れ
を
背
景
と
す
る
山
僧
や
神
人
の
活
動
に
も
目
ざ
ま
し
い
も
の
の
あ
っ
た
こ

と
が
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
を
正
面
か
ら
取
り
あ
げ
た
論
文
は
意
外
に
少
な
い
。
こ
こ
で
は
山
僧
お
よ
び
神
人
の
各
方
面
に
お
け
る
活

躍
、
と
く
に
金
融
活
動
に
つ
い
て
考
え
て
見
た
い
。

延
暦
寺
の
山
僧
と
日
吉
社
神
人
の
活
動
Ｈ

一
、
山
僧
の
構
成

豊
田

武
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そ
も
そ
も
堂
衆
と
申
す
は
、
本
学
匠
召
仕
ひ
け
る
童
部
の
法
師
に
成
り
た
る
や
、
も
し
く
は
中
間
法
師
な
ど
に
て
有
り
け
る
が
、
金
剛
寿
院

げ
ぎ
よ
う

の
座
主
覚
尋
僧
正
御
治
山
の
時
よ
り
一
二
塔
に
結
番
し
て
、
夏
衆
と
号
し
て
花
奉
り
し
輩
な
り
、
近
来
行
人
と
て
山
門
の
威
に
募
り
、
切
物
寄

ぎ
ん
な

物
責
め
は
て
り
、
出
し
挙
げ
借
り
挙
げ
、
入
り
ち
ら
し
て
徳
付
、
公
名
付
き
な
ん
ど
し
て
以
て
の
外
に
過
分
に
成
り
、
大
衆
を
も
事
と
も
せ

ず
、
師
主
の
命
を
背
き
、
斯
様
に
度
々
の
合
戦
に
打
勝
っ
て
、
い
と
ど
我
慢
の
鋒
を
ぞ
研
ぎ
に
げ
る
。

と
あ
る
。
近
世
に
な
る
と
、
堂
衆
は
、
山
上
の
堂
塔
伽
藍
や
權
室
な
ど
に
お
け
る
法
務
や
法
儀
の
運
営
に
あ
た
っ
た
。

下
僧
の
階
層
は
、
「
法
師
」
ま
た
は
「
法
師
原
」
と
呼
ば
れ
る
下
法
師
で
、
す
べ
て
妻
帯
し
て
い
た
。
建
久
七
年
（
二
九
六
）
六
月
、

平
知
盛
の
遺
子
が
徒
党
を
集
め
て
早
朝
一
条
の
藤
原
能
保
を
襲
わ
ん
と
し
た
と
き
は
、
法
性
寺
・
清
水
・
白
河
辺
の
法
師
原
を
糾
合
し
た
。

く
に
ん

（
明
月
記
）
法
師
原
の
う
ち
、
え
ら
ば
れ
て
諸
堂
の
公
役
を
勤
め
る
者
を
、
公
人
と
称
し
、
一
一
一
塔
そ
れ
ぞ
れ
の
公
人
の
上
首
を
「
｜
二
院
別
当
」

し
、
仏
堂
の
勤
行
を
堂
衆
に
ま
か
脛

抗
争
し
た
。
源
平
盛
衰
記
四
に
は
、

法
政
史
学
第
二
十
六
号

一一

り
ゅ
う
し
や
ち
ゅ
う
き

い
こ
う

糸
、
器
學
學
し
だ
い
で
五
階
の
僧
位
を
経
て
、
阿
闇
梨
・
内
供
奉
・
竪
者
・
註
記
と
な
り
、
さ
ら
に
已
講
・
擬
講
・
證
義
・
探
題
に
昇
進
し
、
僧

綱
に
も
任
ぜ
ら
れ
る
途
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
た
。
天
台
座
主
も
こ
の
人
々
か
ら
え
ら
ば
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
山
徒
は
、
は
じ
め
ふ
な
清
僧
で
、
衆
徒
と
同
位
同
格
で
あ
っ
た
が
、
中
世
以
来
妻
帯
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
衆
徒
と
区

別
し
て
山
徒
と
称
し
た
。
山
僧
と
し
て
借
上
と
な
ら
び
称
さ
れ
た
も
の
に
は
こ
の
山
徒
が
多
い
。
こ
の
う
ち
山
徒
の
頭
を
「
使
節
」
と
呼
び
、

山
門
と
公
家
・
武
家
の
間
を
連
絡
斡
旋
す
る
を
職
と
し
、
護
正
院
・
南
岸
坊
・
金
輪
院
・
杉
生
坊
・
円
明
院
な
ど
が
、
こ
の
使
節
家
と
し
て
威

ひ
つ
じ
の

令
を
も
っ
て
い
た
。
四
月
の
祭
礼
に
は
、
末
日
に
こ
の
使
節
が
弐
人
づ
上
素
絹
を
着
し
、
大
刀
を
は
い
て
渡
っ
た
。
応
安
四
年
（
一
一
二
七
五
）

青
蓮
院
方
の
円
明
房
憲
慶
は
、
近
江
国
仰
木
荘
の
奉
行
と
し
て
合
戦
の
大
将
と
な
り
、
月
輪
院
・
金
輪
院
・
杉
生
等
と
と
も
に
、
妙
法
院
門
徒

行
泉
坊
の
兵
と
戦
っ
て
い
る
。
（
祇
園
執
行
日
記
）
永
和
三
年
（
一
一
一
一
七
七
）
七
月
、
月
輪
院
側
は
一
万
の
衆
徒
を
も
っ
て
、
金
輪
院
の
徒
一
一
一
千

を
攻
め
、
そ
の
城
郭
を
包
囲
し
た
。
（
後
愚
昧
記
）
こ
れ
な
ど
山
徒
の
有
力
者
が
、
興
福
寺
の
衆
徒
、
国
民
の
よ
う
に
、
し
だ
い
に
領
主
化
し

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
「
中
方
」
と
い
わ
れ
る
階
層
は
、
別
に
「
堂
衆
」
と
も
い
い
、
聖
名
ま
た
は
国
名
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
衆
徒
清
僧
の
召
仕

侍
な
ど
の
身
分
か
ら
出
家
し
て
清
僧
と
な
っ
た
が
、
十
一
世
紀
の
は
じ
め
学
生
が
下
層
の
法
川
原
等
を
用
い
て
、
強
訴
や
派
閥
争
い
に
終
始

し
、
仏
堂
の
勤
行
を
堂
衆
に
ま
か
せ
た
た
め
、
し
だ
い
に
勢
を
ま
し
、
妻
帯
し
て
、
衆
徒
の
末
席
に
列
し
、
学
生
に
対
し
て
、
し
ば
し
ば
対
立
、
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神
人
の
成
立
有
力
な
神
社
に
は
、
古
く
か
ら
俗
体
を
も
っ
て
神
社
に
奉
仕
し
、
祭
儀
そ
の
他
の
雑
事
に
つ
と
め
る
も
の
が
あ
っ
た
。
神
賎

じ
に
ん

（
１
）

の
系
統
を
ひ
く
も
の
も
あ
り
、
平
安
時
代
に
は
こ
れ
を
神
民
と
い
い
、
鎌
倉
以
後
は
、
神
人
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
こ
の
神
人
は
、
平

安
末
か
ら
鎌
倉
に
か
け
、
神
輿
や
神
木
を
か
つ
い
で
、
僧
兵
と
と
も
に
、
朝
廷
に
強
訴
し
た
。
そ
の
一
方
、
彼
等
は
身
分
を
保
証
さ
れ
て
種
戈

の
営
業
に
従
事
し
、
ゆ
た
か
な
資
金
を
も
っ
て
高
利
貸
に
従
事
し
た
。

こ
の
神
人
は
、
平
安
の
中
期
以
降
、
社
寺
領
の
増
加
と
と
も
に
そ
の
数
を
増
加
し
た
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
律
令
政
府
が
、
神
社
の
造
営

や
祭
祀
に
関
す
る
負
担
を
、
一
般
農
民
に
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
神
社
は
膨
脹
す
る
神
領
の
経
営
と
神
事
の

執
行
に
、
特
定
の
奉
仕
者
を
お
き
、
こ
れ
を
兄
部
に
よ
っ
て
統
率
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

山
門
日
吉
社
で
は
、
長
治
三
年
（
二
○
六
）
一
一
一
月
近
江
の
貢
御
人
な
ら
び
に
高
家
荘
園
寄
人
公
民
等
の
日
吉
社
な
ら
び
に
愛
智
新
宮
の
神

（
２
）

事
を
勤
め
る
人
戈
の
交
名
を
注
進
し
、
供
御
人
の
宮
道
重
忠
が
日
吉
社
の
神
事
を
つ
と
め
な
い
こ
と
を
官
仁
訴
崖
え
た
。
近
江
の
国
の
人
々
は
、

国
宣
に
よ
っ
て
余
社
の
神
事
を
勤
め
る
が
、
日
吉
社
よ
り
差
定
さ
れ
る
神
役
は
こ
れ
を
怠
ら
な
い
の
が
例
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

き
じ

対
し
、
愛
智
郡
鴉
供
御
人
は
解
を
捧
げ
、
愛
智
郡
平
流
郷
に
日
吉
保
が
成
立
し
て
以
後
、
開
墾
が
進
糸
、
一
一
百
余
町
、
神
民
は
一
一
百
余
人
に
も

こ
ぬ

と
一
一
一
一
口
い
、
そ
の
中
か
ら
「
寺
家
専
当
」
が
選
ば
れ
て
、
公
人
衆
を
統
率
し
た
。
公
人
の
勤
め
る
役
名
は
、
出
納
・
庫
主
・
政
所
・
専
当
で
あ

り
、
山
上
山
下
の
警
備
・
取
締
な
ど
、
す
べ
て
こ
の
公
人
の
担
当
と
な
っ
て
お
り
、
近
世
に
な
る
と
、
山
徒
の
使
節
家
も
公
人
と
云
わ
れ
る
な

ど
、
呼
称
の
内
容
も
ひ
ろ
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
平
安
末
期
以
来
、
山
門
が
賦
課
す
る
諸
役
を
怠
る
場
合
、
公
人
が
出
か
け
て
、
こ
れ
を
謎
責

・
検
封
す
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。
永
仁
一
兀
年
（
一
一
一
九
三
）
十
一
一
月
、
醍
醐
の
菩
提
寺
が
そ
の
田
一
町
一
反
を
質
に
入
れ
て
、
日
吉
上
分
の
銭

八
十
貫
を
借
り
た
と
き
、
「
難
澁
せ
ぱ
、
山
門
の
公
人
を
も
っ
て
鑓
責
せ
ら
る
く
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
（
醍
醐
寺
文
書
四
）

山
徒
と
神
人
が
日
吉
神
物
借
出
の
名
を
も
っ
て
、
強
引
な
高
利
貸
を
お
こ
な
っ
た
蔭
に
、
こ
の
山
門
の
公
人
の
出
動
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

朝
廷
は
応
安
三
年
（
一
一
一
一
七
○
）
、
洛
中
に
お
け
る
山
門
公
人
が
、
「
負
物
誼
責
と
号
し
て
、
洛
中
所
々
の
煩
を
成
し
、
あ
ま
つ
さ
え
禁
裏
仙

洞
の
腿
尺
を
樟
ら
ず
、
卿
相
雲
客
の
住
宅
に
乱
入
し
、
種
々
の
悪
行
を
樟
ら
な
か
っ
た
」
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
幕
府
に
そ
の
取
締
り
を
命
じ

て
い
る
。
（
花
営
三
代
記
・
追
加
法
一
○
五
条
）
山
門
公
人
の
京
都
市
中
に
お
け
る
威
力
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
し
だ
い
に
お
と
ろ
え
て
行
っ
た
。

延
暦
寺
の
山
僧
と
日
吉
社
神
人
の
活
動
（
豊
田
）

二
、
日
吉
神
社
の
神
人

一一一
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な
っ
て
い
る
の
で
、
従
来
国
宣
に
よ
っ
て
差
し
定
め
ら
れ
て
い
た
日
吉
社
の
神
事
勤
仕
人
は
、
日
吉
社
領
の
成
立
と
と
も
に
、
日
吉
社
が
自
身

で
そ
の
所
領
内
の
田
堵
百
姓
の
中
か
ら
差
し
定
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
宮
道
重
忠
に
差
定
し
た
の
で
、
そ
の
停
止
方
を
国
に
申

請
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
供
御
人
の
恒
安
に
差
定
し
た
の
は
、
許
さ
れ
な
い
。
と
言
い
た
て
た
。
結
局
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
、
わ
か
ら

な
い
が
、
日
吉
社
が
神
事
奉
仕
の
た
め
に
神
人
を
設
定
し
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

神
人
の
組
織
日
吉
山
王
の
七
社
は
、
東
本
官
と
西
本
宮
の
二
系
統
に
わ
か
れ
る
。
東
本
官
（
小
比
叡
神
）
は
、
荒
魂
を
ま
つ
る
奥
宮
の
牛

こ
の
も
と

尾
宮
（
八
王
子
社
）
と
一
二
宮
、
山
麓
の
東
本
官
（
一
一
宮
）
と
摂
社
の
樹
下
宮
（
十
禅
師
社
）
の
四
社
、
西
本
宮
の
大
宮
は
、
大
比
叡
と
呼
ば
れ
、

蔑
ろ
う
ど

天
智
天
皇
の
発
意
に
も
と
づ
い
て
、
大
和
の
一
二
輪
山
の
神
を
移
し
た
も
の
で
、
摂
社
の
宇
佐
宮
（
聖
真
子
権
現
）
と
白
山
宮
（
客
人
宮
）
を
加

え
て
三
社
か
ら
成
り
立
つ
。
平
安
末
期
に
な
る
と
、
山
王
七
社
の
ほ
か
に
「
中
七
社
」
「
下
七
社
」
と
い
っ
た
摂
末
社
群
が
増
え
て
、
世
に
山

王
一
一
十
一
社
な
ど
と
称
さ
れ
る
よ
う
な
大
規
模
な
発
展
を
見
せ
た
。
こ
う
し
て
比
叡
山
上
の
三
塔
十
六
谷
に
設
け
ら
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鎮
守

山
王
社
や
坂
本
の
村
戈
に
点
在
す
る
諸
社
を
あ
わ
せ
る
と
、
一
時
は
二
百
十
六
社
と
も
数
え
ら
れ
る
程
で
あ
っ
た
。

延
暦
寺
は
さ
ら
に
他
の
有
力
寺
院
と
同
様
、
全
国
の
荘
園
に
鎮
守
の
日
吉
社
を
勧
請
し
、
寺
領
の
統
制
を
物
心
両
面
か
ら
お
こ
な
っ
た
。
こ

れ
ら
は
元
応
元
年
ご
ろ
二
十
ヶ
所
に
も
お
よ
ぶ
日
吉
社
荘
園
と
と
も
に
、
山
王
の
信
仰
を
津
々
浦
々
に
ひ
ろ
げ
て
行
っ
た
。
日
吉
社
領
の
場

合
、
社
領
の
年
貢
の
一
部
は
、
必
ず
日
吉
社
の
行
事
や
祭
礼
の
費
用
に
あ
て
ら
れ
、
料
所
と
し
て
日
吉
上
分
田
と
か
、
日
吉
社
の
仏
事
を
修
す

る
彼
岸
所
の
料
と
い
っ
た
名
目
の
土
地
が
指
定
さ
れ
た
。
若
狭
国
で
は
、
名
田
荘
で
、
こ
の
荘
の
年
貢
十
七
果
が
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
以

前
に
、
日
吉
上
分
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
が
、
（
大
徳
寺
文
書
二
一
）
元
応
元
年
（
一
一
一
一
一
九
）
に
は
そ
の
得
分
は
小
比
叡
社
神
主
挙
昌
の
知
行
下

に
お
か
れ
、
十
禅
師
宮
季
節
御
供
、
御
油
料
所
と
さ
れ
て
い
た
。
前
河
荘
で
も
、
応
保
二
年
（
二
六
一
一
）
に
、
社
家
は
年
貢
の
一
部
を
毎
月

三
ヶ
度
神
勝
、
長
日
大
般
若
経
転
読
用
途
に
、
さ
ら
に
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
に
は
、
「
毎
月
朔
幣
大
宮
ｎ
Ｕ
院
飯
至
廿
七
社
神
楽
焼
飯
」

（
３
）

に
あ
て
て
い
る
。
（
金
沢
文
庫
古
文
書
追
加
篇
）

山
門
や
日
吉
社
に
あ
っ
て
は
、
さ
ら
に
日
吉
の
本
社
や
地
方
の
荘
園
内
末
社
に
神
人
を
置
き
、
こ
れ
を
座
に
編
成
し
て
、
神
事
の
奉
仕
に
あ

た
ら
せ
た
。
文
和
四
年
（
二
一
一
一
一
一
五
五
）
十
月
九
日
付
座
主
宮
令
旨
に
、
「
日
吉
社
諸
座
神
人
並
寄
人
等
」
と
あ
る
の
は
、
（
天
台
座
主
記
）
こ

れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
地
方
の
農
民
の
中
に
は
、
山
門
の
権
威
を
か
り
る
た
め
、
進
ん
で
日
吉
社
の
神
人
と
な
る
も
の
が
少
く
な
か
っ
た
が
、

山
門
と
し
て
も
勢
力
拡
張
の
た
め
に
荘
民
を
強
制
的
に
日
吉
社
の
神
人
と
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

法
政
史
学
第
二
十
六
号
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新
日
吉
社
領
で
あ
っ
た
若
狭
倉
見
荘
で
は
、
嘉
禎
元
年
（
一
二
一
一
一
五
）
の
こ
ろ
、
日
吉
神
人
相
桿
使
の
代
官
大
和
房
が
乱
入
し
、
「
一
一
一
川
浦
〉

海
人
等
」
を
日
吉
社
神
人
と
し
、
任
符
を
土
民
の
住
宅
に
捨
て
置
い
た
と
い
わ
れ
る
。
（
大
昔
文
書
六
、
嘉
禎
元
年
十
二
月
十
五
日
延
暦
寺
政
所
下

文
写
）
宮
河
保
に
お
い
て
も
、
天
福
元
年
（
一
二
一
一
一
一
一
一
）
の
こ
ろ
か
ら
、
嘉
禎
に
か
け
て
、
山
僧
筑
前
房
宗
俊
が
荘
民
に
「
日
吉
兼
帯
神
人
」
の

（
４
）

任
符
を
あ
た
え
、
日
吉
神
宝
を
立
て
置
き
、
大
谷
村
・
矢
代
浦
を
割
き
取
ろ
う
と
す
る
動
き
を
一
不
し
て
い
る
。
（
座
田
文
書
）
こ
の
二
つ
の
例
に

よ
っ
て
も
、
山
僧
と
日
吉
神
人
の
活
動
が
活
溌
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

日
吉
社
の
神
人
は
そ
れ
ぞ
れ
所
属
す
る
神
社
の
名
に
よ
っ
て
、
十
禅
師
宮
神
人
・
聖
真
子
神
人
・
客
人
宮
神
人
な
ど
と
い
わ
れ
、
そ
の
神
社

の
祭
礼
に
御
供
を
献
納
す
る
を
な
ら
い
と
し
、
他
の
課
役
を
ま
ぬ
か
れ
た
。
元
徳
二
年
（
一
一
一
一
三
○
）
八
月
、
近
江
浅
井
郡
田
根
庄
七
郷
の
住

人
は
、
客
人
宮
一
円
の
神
人
と
し
て
、
竹
生
島
の
蓮
花
会
を
勤
仕
し
な
い
由
を
申
立
て
た
が
、
こ
れ
は
山
門
無
動
寺
の
集
会
で
否
定
さ
れ
た
。

日
吉
社
の
祭
礼
の
中
、
賀
茂
社
と
な
ら
ん
で
有
名
な
の
は
、
四
月
の
午
・
未
・
申
・
酉
の
四
日
間
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
大
祭
で
あ
（

る
。
午
の
日
の
神
事
は
、
東
本
宮
系
の
御
鎮
座
神
事
で
、
奥
宮
の
荒
魂
を
大
津
に
あ
る
大
政
所
と
称
す
る
御
旅
所
に
移
す
祭
り
で
あ
っ
た
。
翌
・

未
の
日
に
は
、
花
渡
り
が
お
こ
な
わ
れ
、
酒
・
燈
油
・
油
・
菓
子
等
種
戈
の
御
供
が
京
都
か
ら
大
政
所
の
神
輿
に
捧
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
未
の

御
供
と
い
う
。
建
永
二
年
（
一
二
○
七
）
六
月
、
若
狭
の
加
茂
安
守
は
、
日
吉
社
左
方
御
供
所
神
人
職
補
任
状
に
よ
っ
て
、
「
四
月
末
日
御
供

神
人
職
」
に
補
任
せ
ら
れ
た
。
（
若
狭
漁
村
史
料
所
収
大
昔
文
書
）
康
永
二
年
（
一
三
四
一
一
一
）
十
一
月
に
は
、
末
日
菓
子
座
神
人
た
る
塩
小
路
烏

丸
屋
の
二
人
の
子
に
祇
園
社
よ
り
差
符
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
両
人
共
禅
僧
の
故
を
も
っ
て
こ
れ
を
辞
し
て
い
る
。
（
祇
園
執
行
日
記
）

南
禅
寺
の
塔
頭
真
乗
院
に
、
応
仁
元
年
四
月
お
よ
び
文
明
五
年
四
月
の
未
の
日
に
酒
や
油
を
供
進
す
る
神
人
の
交
名
を
注
進
し
た
も
の
が
あ

（
５
）

る
。
こ
の
う
ち
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
の
も
の
を
次
に
挙
げ
て
お
く
。

一
、
註
進
日
吉
社
末
日
右
方
御
酒
一
膳
座
神
人
交
名
帳
事

合

延
暦
寺
の
山
僧
と
日
吉
社
神
人
の
活
動
（
豊
田
）

俗
祐
吉
鷹
司
西
洞
院
北
東
頬

福
市
丸
鷹
司
冨
小
路
西
南
頬

尼
祐
珍
四
条
坊
門
町
西
北
頬

兄
部
松
寿
丸

僧
圓
慶
上
北
小
路
町
南
西
頬
諸
板
戸
通
在
之

四
条
坊
門
町
西
北
頬
片
板
戸
通
在
之

前
竹
戸

脇
切
戸
在
之

〃

〃

五
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右
大
概
註
進
如
件

、
註
進
日
吉
社
末
日
右
方
御
油
座
神
人
交
名
帳
事

〈
口
兄
部
竹
夜
叉
丸

前
竹
戸

僧
宗
賀
大
炊
御
門
高
倉
北
西
頬
諸
真
一
Ｐ

脇
切
戸
在
之

僧
圓
俊
鷹
司
油
小
路
西
北
頬
片
板
戸
通
在
之

〃

僧
定
舜
桐
縮
叉
丸
今
小
路
万
里
小
路
南
東
頬
片
板
戸
通
在
之

僧
祐
元
鷹
司
高
倉
西
北
頬
諸
織
戸
通
在
之

応
仁
元
年
卯
月

俗
秀
吉
一
一
一
条
油
小
路
南
東
頬
片
板
戸
通
在
之
脈
遡
岸
在
之

俗
祐
光
四
条
烏
丸
南
東
頬
諸
板
戸
通
在
之

〃

俗
秀
貞
勘
解
由
小
路
烏
丸
北
西
頬
片
板
戸
通
在
之
〃

沙
弥
民
部
入
道
大
宿
直
正
親
町
北
頬
諸
真
戸
通
在
之
〃

俗
益
重

俗
祐
定

俗
式
部
丞
高
辻
東
洞
院
北
西
頬

〃

沙
弥
道
悟
一
条
堀
川
西
南
頬
築
地
内
諾
真
戸
通
在
之
〃

僧
定
厳
綾
小
路
東
洞
院
南
東
頬
片
真
戸
通
在
之
〃

俗
定
圓
春
日
京
極
北
西
頬
面
築
地
諸
織
戸
二
重
在
之
鍬
棚
歩

俗
益
定

已
上

五
辻
大
宮
南
東
頬
片
板
戸
通
在
之

鷹
司
室
町
西
北
頬
諸
織
戸
通
在
之

冷
泉
高
倉
東
北
頬
片
板
戸
通
在
之

日

松
寿
九
州脇前

,，，，津
在
之
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延
暦
寺
の
山
僧
と
日
吉
社
神
人
の
活
動
（
豊
田
）

右
大
概
註
進
如
件

応
仁
元
年
卯
月
日

竹
夜
叉
九

、
註
進
赤
山
社
宣
旨
免
左
方
荘
厳
供
神
人
交
名
帳
事

ム
ロ

兄
部
左
兵
衛
尉
源
宗
吉

俗
祐
賢
一
一
一
条
烏
丸
北
西
頬
諸
真
戸
鮒
幽
駐
之

尼
智
祐
近
衛
猪
熊
西
南
頬
諸
板
戸

〃

俗
祐
圭
ロ
春
日
猪
熊
南
西
頬
諸
真
戸

〃

俗
兼
重
武
者
小
路
室
町
西
北
頬
片
板
戸
〃

俗
定
祐
北
畠
瓦
屋
東
北
頬
諸
板
戸
脇
切
戸
在
之

松
若
丸

僧
重
舜

俗
尾
崎

裕
祐
深

俗
孫
五
郎

僧
定
有

俗
宗
次

俗
祐
宗

俗俗
盛慶
祐定

巳
上

樋
口
西
洞
院
南
西
頬
片
織
戸

〃

春
日
烏
丸
南
西
類
片
織
戸

〃

上
柳
原
室
町
北
東
洞
片
板
戸
通
在
之

〃

上
北
小
路
出
菫
三
路
南
西
頬
諸
開
戸
通
在
之
〃

片
板
戸
脇
切
戸

冷
泉
室
町
北
東
頬
面
築
地
門
諸
織
一
Ｐ
”
瀝
之
脇
引
戸

冷
泉
油
小
路
南
西
頬
片
板
戸
一
一
重
在
之
脈
醐
一
坪
通
在
之

押
小
路
西
洞
院
南
西
頬
片
板
戸
通
在
之
鰍
洲
一
鐇
之

三
条
万
里
小
路
西
南
頬

〃

前
竹
戸
脇
切
戸

勘
解
由
小
路
盲
同
倉
南
東
頬
面
築
地

諸
織
戸
通
在
之

前
竹
戸

御
霊
辻
子
東
南
片
板
戸
通
在
之

脇
切
戸
在
之

押花
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応
仁
元
年
卯
月
日

吉
不
士
口
糀
．

こ
れ
に
よ
る
と
御
油
座
神
人
は
、
僧
が
六
人
、
俗
九
人
、
児
一
人
計
十
六
人
。
そ
の
世
話
を
す
る
兄
部
は
竹
夜
叉
九
。
御
酒
一
膳
座
神
人
は
、

僧
二
人
、
尼
一
人
、
沙
弥
二
人
、
俗
六
人
、
童
子
一
人
計
十
二
名
、
兄
部
に
松
寿
丸
が
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
松
寿
丸
は
、
明
応
二
年

（
一
四
九
三
）
四
月
に
御
油
座
神
人
の
兄
部
と
し
て
、
八
百
七
十
文
を
納
め
て
い
る
か
ら
、
兄
部
は
特
定
の
座
に
専
属
の
も
の
で
は
な
い
ら
し

い
。
兄
部
の
上
に
惣
兄
部
が
あ
っ
た
。

法
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尼
照
忍

已
上

前
諸
竹
織
戸

尼
宝
聚
二
条
万
里
小
路
北
西
頬
片
板
一
Ｐ

脇
切
戸
在
之

俗
五
郎
次
郎
鷹
司
猪
熊
南
東
類
片
板
一
円

前
片
板
戸
在
之

俗
信
真
上
北
小
路
大
宮
西
北
頬

〃

俗
祐
秀
一
条
京
極
西
南
頬
諸
織
戸
通
在
之

〃

僧
長
祐
五
条
坊
門
東
洞
院
西
南
頬
片
開
戸
通
在
之
〃

僧
春
祐
二
条
室
町
南
東
頬
諸
織
戸
通
在
之

〃

古
々
女
一
二
条
町
南
東
頬
諸
板
戸
通
在
之

〃

俗
重
土
ロ
錦
小
路
油
小
路
東
北
頬
諸
織
戸
通
在
之
〃

俗
次
郎
三
郎
大
炊
御
門
西
洞
院
東
南
頬

〃

沙
弥
石
部
入
道
綾
小
路
京
極
西
北
頬

〃

俗
壱
不
重
五
条
坊
門
烏
丸
北
東
頬

〃

俗
親
重
錦
小
路
烏
丸
西
北
頬
高
壁
片
板
戸
通
在
之
〃

僧
定
舜
同
宿
繩
》
鰔
僧
了
親

今
小
路
万
里
小
路
南
東
頬
片
板
戸
前
諸
真
戸
竹
戸
脇
切
戸
在
之

尼
照
忍
四
条
坊
門
烏
丸
南
東
頬
片
板
戸
前
竹
戸
脇
切
戸
在
之
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申
の
神
事
は
、
大
比
叡
神
（
西
本
宮
）
の
御
鎮
座
神
事
で
あ
る
。
七
社
の
神
輿
は
、
未
の
祭
礼
の
翌
日
、
坂
本
の
本
宮
か
ら
大
津
に
設
け
ら

な
む
ら

し
よ
う
と
く

れ
た
祭
礼
の
惣
政
所
に
渡
御
す
る
が
、
こ
の
惣
政
所
に
選
ば
れ
る
の
は
大
己
貴
命
の
降
臨
を
迎
え
た
宇
志
丸
の
子
孫
で
、
生
得
の
神
人
ま
た
は

（
６
）

生
得
の
長
者
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
神
輿
は
は
じ
め
大
榊
で
あ
り
、
生
得
長
者
は
、
松
本
平
野
明
神
の
神
人
一
人
と
と
も
に
、
こ
れ
を

坂
本
ま
で
迎
え
る
の
を
例
と
し
た
。
文
永
五
年
八
月
十
七
日
、
大
津
生
得
神
人
盛
政
・
景
範
・
範
親
は
、
山
田
。
矢
橋
渡
の
こ
と
で
争
い
、
門

跡
の
力
者
の
も
と
に
預
け
ら
れ
た
た
め
、
翌
日
数
百
人
の
神
人
が
力
者
の
住
宅
に
乱
入
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
（
天
台
座
主
記
）

大
津
に
あ
る
惣
政
所
に
大
榊
乃
至
神
輿
が
往
還
す
る
途
中
、
唐
崎
に
船
を
進
め
て
、
粟
飯
の
御
供
を
献
進
す
る
の
が
、
松
本
の
隣
郷
膳
所
粟

津
の
神
人
で
あ
っ
た
。
粟
津
に
は
中
庄
・
別
法
宮
町
・
膳
所
・
木
下
・
高
木
西
庄
の
五
保
あ
り
、
そ
の
中
の
中
庄
が
日
吉
神
社
領
で
あ
っ
た
関

係
が
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
五
ヶ
保
に
そ
れ
ぞ
れ
日
吉
社
が
祭
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
関
係
で
五
ヶ
保
の
住
民
は
早
く
か
ら
粟
津
五
所
社
の
神
人
と
も
、

五
ヶ
保
の
神
人
と
も
い
わ
れ
、
当
屋
を
定
め
て
こ
の
神
供
を
調
進
し
た
。
日
吉
の
祭
神
大
己
貴
命
が
、
大
津
の
八
柳
浜
に
現
わ
れ
た
と
き
、
大

右
註
進
如
件

惣
兄
部

応
仁
元
年
卯
月
十
五
日

千
菊
丸
擁

天
正
十
三
年
四
月
の
祭
礼
に
は
、
惣
兄
部
の
千
菊
丸
が
未
御
供
を
中
門
廊
に
持
参
し
、
加
持
の
間
神
供
棚
を
か
つ
い
で
庭
上
を
一
一
一
遍
ま
わ
っ

た
。
（
天
台
座
主
記
）
千
菊
丸
は
世
襲
で
で
も
あ
ろ
う
か
。

な
お
真
乗
院
文
書
に
は
、
右
に
あ
げ
た
よ
う
な
赤
山
社
宣
旨
免
左
方
荘
厳
供
神
人
の
交
名
帳
が
あ
る
。
赤
山
社
は
山
城
国
西
坂
本
、
修
学
院

口
に
あ
る
天
台
の
鎮
守
で
あ
る
。
こ
の
神
人
は
、
源
宗
吉
を
兄
部
と
し
、
僧
三
人
、
尼
二
人
、
沙
弥
一
人
、
俗
一
人
、
女
子
一
人
計
十
八
人
の

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
れ
が
末
日
の
神
人
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
三
通
の
交
名
帳
は
、
京
都
の
土
倉
が

十
数
名
づ
上
座
を
な
し
て
、
日
吉
社
の
神
人
と
な
り
、
そ
の
神
事
に
奉
仕
し
て
い
た
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
応
仁
元
年
四
月
十
五
日
惣
兄

部
千
菊
丸
の
注
進
に
よ
る
と
、
弘
長
・
永
仁
・
建
武
等
の
勅
裁
、
令
旨
等
の
旨
に
ま
か
せ
て
、
当
神
人
に
は
日
吉
の
馬
上
役
を
か
け
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。

註
進〈
ロ

延
暦
寺
の
山
僧
と
日
吉
社
神
人
の
活
動
（
豊
田
）

千
喜
久
丸
醗
糀
擁
洞
院

日
吉
社
末
日
右
方
神
人
交
名
帳
事

九
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津
西
浦
松
本
の
漁
師
田
中
恒
世
が
そ
の
舟
に
の
せ
、
舟
の
中
て
粟
の
餅
を
ふ
る
ま
い
、
大
津
浜
に
奉
迎
し
た
由
緒
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
。
粟
津

の
地
名
も
こ
れ
か
ら
起
る
と
い
う
。
こ
う
し
て
貞
応
二
年
の
耀
天
記
に
も
、
三
輪
神
が
字
志
丸
を
祝
部
と
し
、
子
々
孫
々
召
仕
い
、
永
く
氏
人

と
し
、
恒
世
の
末
葉
を
大
津
神
人
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
統
群
書
類
従
神
祇
部
）

お
さ
つ
き

日
士
口
社
で
は
、
ま
た
五
月
五
日
の
節
供
に
小
五
月
会
が
催
さ
れ
、
競
馬
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
弘
仁
十
年
の
五
月
五
日
託
宣
に
よ
っ
て
始
め
ら

れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
神
事
と
し
て
定
着
し
た
の
は
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
で
あ
り
、
天
正
の
頃
に
は
断
絶
し
た
。
（
日
吉
社
神
道
秘
密
記
）
馬
に

乗
り
、
榊
を
捧
げ
て
参
拝
す
る
た
め
、
馬
上
役
と
い
う
。
三
代
制
符
に
は
、
「
稲
荷
日
吉
祇
園
三
社
祭
の
と
き
、
潤
屋
之
賎
民
を
も
っ
て
、
本

社
の
祭
頭
を
差
し
、
こ
れ
を
馬
上
と
称
す
。
」
と
あ
る
。
こ
の
小
五
月
会
の
馬
上
役
は
、
右
方
と
左
方
に
わ
か
れ
、
左
方
は
京
方
、
右
方
は
田

舎
方
と
し
て
、
江
州
人
の
器
用
を
選
ん
で
こ
れ
に
あ
て
、
と
く
に
大
津
・
坂
本
の
神
人
に
差
定
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
承
久
三
年
近
江
小
幡

の
住
人
字
惣
案
主
な
る
も
の
が
、
日
吉
社
小
五
月
会
の
右
方
馬
上
役
を
対
拝
し
た
た
め
、
院
宣
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
親
類
に
懸
け
て
沙
汰
さ
せ

た
。
（
華
頂
要
導
）
承
元
二
年
（
一
一
一
○
八
）
十
一
月
十
四
日
、
囚
人
柏
木
五
郎
の
次
男
貞
次
は
日
吉
社
明
年
五
月
会
馬
上
役
人
と
し
て
、
差
定

さ
れ
た
た
め
、
父
の
罪
科
を
ゆ
る
さ
れ
て
此
役
を
つ
と
め
た
い
旨
を
社
家
に
訴
え
、
社
司
も
ま
た
貫
首
に
取
り
つ
い
だ
た
め
、
神
事
を
重
ん
ず

る
意
味
か
ら
、
忽
ち
そ
の
罪
を
免
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
吾
妻
鏡
）
こ
の
頭
役
が
如
何
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
が
こ
の
一
事
に
よ
っ

て
も
察
せ
ら
れ
る
。
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
六
月
、
山
門
の
衆
徒
は
、
こ
の
馬
上
役
は
一
度
差
定
し
た
あ
と
は
改
動
の
例
な
く
、
保
延
の
官

符
以
来
の
定
と
し
て
厳
守
さ
れ
て
い
た
が
、
当
年
の
右
方
馬
上
役
を
、
江
州
南
北
郷
次
郎
左
衛
門
の
差
定
を
破
っ
た
に
つ
い
て
罪
せ
ら
れ
た
い

と
訴
え
た
。
馬
上
役
の
差
定
を
拒
否
す
る
も
の
が
し
だ
い
に
多
く
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
（
新
大
津
市
史
一
七
九
頁
）

左
方
の
場
合
は
、
京
都
の
新
日
吉
社
か
ら
坂
本
の
本
官
に
渡
御
す
る
御
神
体
の
柳
に
、
馬
に
の
っ
た
頭
人
が
凰
従
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
左

方
馬
上
役
と
云
っ
た
。
こ
の
新
日
吉
社
は
、
永
暦
元
年
（
一
一
六
○
）
京
都
に
創
建
さ
れ
た
も
の
で
、
五
月
九
日
を
そ
の
式
日
と
し
、
流
鏑
馬

・
競
馬
な
ど
が
催
さ
れ
た
。
（
葉
黄
記
宝
治
元
・
五
・
九
）
文
明
六
年
五
月
十
一
日
に
は
、
左
方
馬
上
在
所
と
し
て
、
御
霊
辻
子
の
住
人
な
ど
七

ヶ
所
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
（
華
頂
要
黒
）
京
都
で
は
日
吉
祭
の
左
方
馬
上
役
に
は
京
中
の
倉
・
酒
屋
・
風
呂
・
味
噌
屋
が
毎
年
月
末
に
、
二

百
三
十
文
を
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
文
明
十
八
年
一
一
月
に
は
、
馬
上
役
と
し
て
、
千
余
賞
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
『
桂
林
集
』
に
よ

る
と
、
天
正
十
三
年
の
「
神
領
所
々
事
」
と
し
て
、

一
、
小
五
月
会
馬
上
銭
左
方
京
中
蔵
方
出
銭
三
千
賞
山
城
国
中
差
定
近
代
百
餘
年
断
絶
天
下
依
乱
也
右
方
近
江
国
差
定
二
千
石

法
政
史
学
第
二
十
六
号

一

○
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十
一
月
十
五
日
の
祭
礼
に
は
、
京
都
か
ら
「
日
吉
右
方
唐
鞍
神
人
」
が
出
た
。
神
馬
な
ら
び
に
人
夫
は
年
預
の
沙
汰
で
あ
る
。
康
永
二
年

（
一
一
一
一
四
三
）
十
一
月
に
は
六
角
町
に
住
む
道
善
法
師
が
、
祇
園
社
の
祭
礼
に
馬
上
役
を
あ
て
ら
れ
た
の
を
拒
否
し
、
一
一
一
条
富
小
路
の
正
弘
に

差
定
さ
れ
た
が
、
物
言
い
が
つ
き
、
結
局
馬
上
役
と
し
て
一
一
百
賞
を
出
し
て
い
る
。
（
祇
園
執
行
日
記
康
永
一
一
・
十
一
）

み
や
じ

な
お
日
士
口
社
に
は
各
社
に
宮
仕
法
師
が
あ
っ
て
種
灸
の
雑
用
に
使
わ
れ
て
い
た
。
祇
園
社
の
犬
神
人
と
同
様
低
い
地
位
に
あ
っ
た
と
老
襲
え
ら

れ
る
が
、
日
吉
神
人
の
貸
し
た
負
物
の
と
り
た
て
に
も
あ
た
っ
て
い
た
。
寛
喜
元
（
一
一
三
九
）
年
一
一
一
月
に
日
吉
一
一
宮
宮
子
（
仕
）
法
師
が
京

（
７
）

都
楊
梅
町
辺
の
民
家
に
負
物
を
せ
め
、
こ
れ
を
と
が
め
た
武
士
と
乱
闘
に
お
よ
び
、
打
ち
殺
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
応
安
元
年
閏
六
月
の
南

禅
寺
対
治
訴
訟
文
書
（
中
村
直
勝
氏
所
蔵
文
書
）
に
は
、
山
門
の
宮
仕
と
犬
神
人
が
南
禅
寺
に
発
向
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
正
平
七
年
（
一
三
五

二
）
四
月
十
九
日
の
条
に
は
、
山
徒
の
賢
聖
房
承
能
法
師
父
子
が
百
済
寺
の
稚
児
と
そ
の
後
見
の
山
門
衆
徒
を
殺
傷
し
た
際
、
祇
園
の
犬
神
人

（
８
）

一
二
十
人
と
日
吉
社
の
宮
仕
六
・
七
人
に
山
門
の
公
人
十
六
・
七
人
が
加
わ
っ
て
承
能
法
師
の
坂
本
の
住
宅
を
破
壊
し
た
。
（
祇
園
執
行
日
記
）

神
人
の
営
利
活
動
日
吉
社
の
神
人
と
言
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
に
所
属
に
よ
り
、
ま
た
祭
礼
の
負
担
に
よ
っ
て
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
坂
本

・
山
上
・
大
津
の
東
西
浜
に
集
住
す
る
外
、
近
江
・
美
濃
そ
の
他
各
地
に
散
在
し
て
い
た
。
そ
れ
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
が
平
安
末
期

よ
り
鎌
倉
時
代
、
南
北
朝
時
代
に
わ
た
り
、
叡
山
の
権
威
を
そ
の
身
に
負
い
、
到
る
と
こ
ろ
に
活
躍
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
山
僧
が

高
利
貸
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
の
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
高
利
貸
ば
か
り
で
な
く
、
種
々
の
商
品
を
持
歩
く
商
人
と
し
て
広
く
各
地
に
姿
を
現

わ
し
て
い
た
こ
と
も
、
そ
の
特
質
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
大
山
崎
の
神
人
が
燈
油
を
行
商
し
歩
い
た
よ
う
な
隊
商
的
性
格
は
少
な
か
っ
た
し
、

賀
茂
社
の
神
人
の
よ
う
な
海
商
的
性
格
も
な
か
っ
た
。
た
だ
山
門
の
権
威
が
絶
大
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
山
僧
と
な
ら
ん
で
日
吉
神
人
の
経
済
的

活
動
が
注
意
さ
れ
る
し
、
地
方
に
分
置
さ
れ
た
日
吉
社
に
奉
仕
す
る
神
人
も
、
国
衙
の
役
人
と
し
ば
し
ば
衝
突
し
、
そ
の
度
毎
に
本
社
の
神
輿

が
動
座
さ
れ
る
こ
と
も
珍
ら
し
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
神
人
の
商
業
活
動
は
、
大
山
崎
や
祇
園
社
の
神
人
の
そ
れ
に
く
ら
べ
て
、
時
代
的

に
は
南
北
朝
の
後
半
期
を
下
限
と
す
る
。
そ
の
点
山
僧
の
金
融
活
動
が
応
仁
の
乱
ご
ろ
ま
で
め
だ
っ
て
い
る
の
と
は
多
少
事
情
を
異
に
す
る
。

日
吉
社
の
神
人
の
商
業
活
動
と
し
て
は
、
大
津
坂
本
の
住
人
と
地
方
の
日
吉
社
領
の
住
民
の
そ
れ
が
注
目
さ
れ
る
。
す
で
に
十
二
世
紀
の
中

ご
ろ
、
嘉
応
元
年
の
冬
、
尾
張
守
に
な
っ
た
成
親
が
、
目
代
の
政
友
を
尾
張
国
に
下
し
、
美
濃
国
に
至
り
、
杭
瀬
川
の
宿
に
と
ま
っ
た
と
き
、

山
門
領
の
平
野
圧
の
神
人
が
楠
を
売
り
に
来
た
の
を
買
お
う
と
し
て
、
値
段
の
こ
と
か
ら
口
論
に
な
り
、
神
人
は
こ
れ
を
山
門
に
訴
え
、
成
親

と
あ
る
。

延
暦
寺
の
山
僧
と
日
吉
社
神
人
の
活
動
（
豊
田
）
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湖
東
の
平
野
に
は
日
吉
社
領
が
多
数
散
在
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
日
吉
の
末
社
を
鎮
守
に
仰
ぎ
、
日
吉
の
神
人
と
し
て
、
営
業
上
の
特
権
を

得
て
い
た
。
な
か
で
も
得
珍
保
は
、
日
吉
十
禅
師
社
の
領
地
で
あ
り
、
同
時
に
比
叡
山
東
塔
東
谷
仏
頂
尾
の
管
領
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
得
珍

保
の
住
民
の
商
業
活
動
は
も
っ
と
も
め
ざ
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
神
崎
郡
小
幡
の
商
人
は
、
日
吉
大
宮
神
人
の
称
を
冠
し
て
、
保
内
商
人
と

そ
の
市
場
を
争
い
、
応
永
三
十
三
年
七
月
、
保
内
商
人
の
新
儀
を
停
め
ら
れ
ん
こ
と
を
乞
い
、
長
文
の
訴
状
を
捧
げ
た
が
、
保
内
商
人
の
力
が

強
く
、
結
局
敗
れ
て
い
る
。
応
永
二
十
五
年
に
は
、
蒲
生
郡
石
塔
寺
小
里
の
神
人
が
保
内
商
人
の
塩
お
よ
び
海
草
商
売
を
妨
げ
よ
う
と
し
て
山

門
か
ら
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
（
日
吉
神
社
文
書
）
こ
う
な
る
と
同
じ
日
吉
社
に
属
し
な
が
ら
、
や
は
り
実
力
の
差
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

近
江
菅
浦
の
住
人
は
、
永
仁
六
（
一
二
九
七
）
年
以
前
か
ら
日
吉
神
人
と
し
て
、
八
王
子
社
の
燈
油
を
備
進
し
て
い
た
。
永
仁
六
年
（
一
二

九
八
）
一
一
月
付
某
寄
進
状
（
菅
浦
文
書
九
ノ
七
○
一
）
に
よ
る
と
、
菅
補
内
に
三
宮
八
王
子
と
日
吉
神
社
の
分
社
が
ま
つ
ら
れ
て
い
た
。
菅
補

で
は
こ
れ
に
続
い
て
嘉
元
一
一
一
年
（
一
一
一
一
○
五
）
二
月
日
指
諸
河
の
土
地
を
山
門
に
寄
進
し
、
い
ま
ま
で
の
日
吉
八
王
子
社
御
油
神
人
の
ほ
か

に
、
日
吉
二
宮
権
現
の
神
人
と
し
て
、
神
役
を
勤
仕
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。
（
菅
浦
日
指
諸
河
百
姓
等
契
状
）
こ
の
年
の
八
月
大
浦
住
人
は
、
菅

補
に
侵
入
し
、
九
月
に
は
こ
の
地
に
来
て
い
た
日
吉
聖
真
子
社
の
宮
仕
福
王
を
傷
け
た
。
（
赤
松
俊
秀
氏
、
「
古
代
中
世
社
会
経
済
史
研
究
」
所
収
供
御

屯
あ
ろ
う
か
。
（
大
乗
院
文
書
）

は
流
罪
に
な
っ
た
。
（
源
平
盛
衰
記
）
神
人
の
威
勢
の
強
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

正
治
二
（
一
二
○
○
）
年
五
月
、
能
宗
の
郎
従
が
大
津
の
市
場
で
、
大
津
の
神
人
利
正
と
和
市
交
易
し
た
と
き
、
神
人
が
絹
布
類
を
拒
ん
で

銭
貨
を
要
求
し
た
の
で
、
争
論
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
大
津
の
神
人
に
は
商
人
が
相
当
多
か
つ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

日
吉
社
聖
真
子
の
神
人
の
中
に
は
、
鋳
物
師
と
し
て
地
方
を
巡
業
し
て
歩
く
も
の
も
あ
っ
た
。
建
保
三
年
（
一
一
一
一
五
）
、
阿
入
な
る
も
の

が
蔵
人
所
下
文
を
得
て
、
摂
津
渡
辺
の
惣
官
職
で
あ
っ
た
広
階
光
延
の
職
を
奪
っ
た
。
こ
こ
に
、
摂
関
家
の
細
工
所
に
属
し
て
い
た
光
延
は
摂

関
家
に
訴
え
出
て
、
そ
の
非
分
を
阻
止
し
た
が
、
そ
の
配
下
の
鋳
物
師
が
、
諸
国
か
ら
の
荷
を
廻
船
に
積
ん
で
泉
州
堺
津
に
着
船
し
た
と
こ

ろ
、
阿
入
が
そ
の
廻
船
を
点
定
し
、
ふ
た
た
び
争
い
と
な
っ
た
。
こ
の
鋳
物
師
は
日
吉
社
聖
真
子
の
神
人
で
燈
呂
供
御
人
を
兼
ね
る
も
の
で
あ

（
９
）

っ
た
。
新
日
圭
口
社
に
は
鎌
倉
中
期
頃
十
三
座
御
幣
神
人
が
あ
り
、
そ
の
惣
兄
部
は
扇
紙
売
買
の
権
利
を
も
っ
て
い
た
。
（
兼
仲
卿
記
紙
背
文
書
）

鎌
倉
未
の
正
和
（
一
一
一
一
一
二
）
年
間
に
は
、
越
前
の
山
門
領
に
住
承
、
山
門
の
寄
人
に
な
り
な
が
ら
、
な
お
日
吉
十
禅
師
宮
に
も
簾
を
献
納

し
て
い
た
御
簾
神
人
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
大
乗
院
領
坪
江
郷
の
住
民
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
の
は
、
三
国
湊
で
の
津
料
納
付
の
争
い
の
た
め
で

法
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人
と
惣
）
菅
浦
と
日
吉
社
と
の
関
係
は
そ
の
後
種
戈
の
経
過
を
経
て
い
る
が
、
と
も
か
く
菅
浦
の
住
民
が
日
吉
神
人
と
し
て
、
そ
の
村
と
そ
の

営
業
活
動
の
保
護
を
山
門
に
依
頼
し
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

粟
津
・
橋
本
の
漁
民
は
、
早
く
御
厨
の
供
御
人
と
し
て
、
京
都
に
魚
類
を
販
売
し
て
い
た
が
、
粟
津
橋
本
五
箇
圧
の
一
つ
中
圧
が
山
門
東
塔

領
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
日
吉
社
神
人
と
し
て
山
門
の
保
護
を
も
受
け
て
い
た
。
応
永
二
十
一
年
三
月
と
七
月
、
内
膳
司
の
雑
掌
は
、
粟
津
橋

本
五
ケ
圧
松
下
以
下
の
商
売
人
が
、
去
年
四
月
か
ら
山
門
の
神
人
と
号
し
、
新
儀
を
構
え
、
内
膳
司
の
催
促
に
応
じ
な
い
の
は
、
濱
教
雲
が
張

本
と
な
り
、
山
門
の
雑
掌
と
同
腹
に
な
っ
て
企
て
た
た
め
で
あ
る
と
申
立
て
て
い
る
。
彼
等
は
毎
年
の
日
吉
祭
に
も
粟
神
供
を
献
納
す
る
の
を

例
と
し
た
。
こ
れ
も
商
業
活
動
に
山
門
こ
と
に
日
吉
社
の
権
威
を
か
り
た
一
例
で
あ
ろ
う
。

応
永
三
十
四
年
七
月
、
粟
津
石
山
畑
郷
の
住
民
は
石
山
郷
民
の
加
勢
を
得
て
、
醍
醐
寺
領
の
笠
取
庄
に
乱
入
し
、
た
が
い
に
死
傷
者
を
出
し

た
。
原
因
は
両
者
が
そ
の
生
業
と
し
た
薪
商
売
の
得
意
先
の
争
奪
で
あ
っ
た
。
幕
府
の
判
決
は
、
日
吉
社
の
生
得
神
人
で
あ
る
畑
郷
民
が
薪
商

売
で
洛
中
に
出
る
こ
と
を
許
容
し
、
路
次
で
笠
取
庄
民
が
狼
籍
に
及
ん
だ
な
ら
ば
、
笠
取
の
非
運
と
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
日
吉
社
生
得
神

（
皿
）

人
の
名
に
よ
っ
て
山
門
が
無
理
を
通
し
た
こ
と
に
な
る
。
（
満
済
准
后
日
記
）

注〆■、／■、′■、′~、／■、／~、

６５４３２１
～ノ、=ノミーノﾐーノＬ_ノ、.ノ

延
寺
暦
の
山
僧
と
日
吉
社
神
人
の
活
動
（
豊
田
）

豊
田
武
「
中
世
に
於
け
る
神
人
の
活
動
」
（
東
北
大
学
文
学
部
紀
要
ご

平
安
遺
文
四
、
一
六
五
二
所
収
山
口
光
圓
氏
本
打
聞
集
裏
文
書

西
岡
虎
之
助
氏
『
荘
園
史
の
研
究
』
下
ノ
ー
「
中
世
荘
園
に
お
け
る
本
家
領
家
の
支
配
組
織
」

網
野
義
彦
氏
「
若
狭
国
に
お
け
る
荘
園
制
の
形
成
」
Ｓ
荘
園
制
と
武
家
社
会
』
）

こ
の
史
料
は
、
林
屋
辰
三
郎
氏
の
御
好
意
に
よ
る
。

大
津
の
神
人
は
、
早
く
天
喜
二
年
Ｃ
○
五
四
）
四
月
の
祭
礼
の
と
き
、
日
吉
本
社
で
山
徒
と
争
い
、
帰
途
唐
崎
で
山
徒
数
百
人
に
討
た
れ
た
事
件

に
見
え
て
く
る
。
（
園
城
寺
伝
記
新
宮
社
条
）
永
保
元
年
（
一
○
八
一
）
四
月
十
四
日
付
官
宣
旨
に
よ
る
と
、
毎
年
四
月
十
四
日
御
輿
を
唐
崎
に
振

り
、
日
吉
本
官
に
御
供
舞
楽
を
奏
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
日
吉
社
群
記
所
収
日
吉
社
伝
記
）

縁
起
に
よ
る
と
、
大
津
西
浦
松
本
の
漁
師
田
中
恒
世
の
子
孫
は
、
恒
世
の
生
地
松
本
と
膳
所
・
馬
場
の
地
に
ひ
ろ
が
り
、
三
十
五
家
の
地
士
と
し
て

日
吉
の
神
事
に
あ
づ
か
つ
た
。
そ
の
外
、
神
家
衆
と
称
す
る
十
二
家
が
膳
所
に
あ
り
、
松
本
馬
場
の
十
九
家
と
称
す
る
も
の
と
と
も
に
祭
事
に
奉
仕

し
た
。
（
大
津
市
史
）
恒
世
の
子
孫
は
、
粟
の
神
供
を
調
進
す
る
た
め
、
九
十
九
浦
の
初
穂
の
十
分
の
一
を
支
配
し
た
と
い
う
、
た
だ
し
後
に
は
例

一

一－

一

一
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延
暦
寺
の
山
僧
と
日
吉
社
の
神
人
が
、
山
門
の
権
威
を
か
り
て
高
利
賃
（
借
上
）
と
し
て
活
躍
し
た
と
き
、
常
に
利
用
し
た
の
は
、
日
吉
社

領
か
ら
の
上
分
物
で
あ
り
、
こ
の
上
分
物
は
略
し
て
日
吉
の
神
物
と
も
一
一
一
一
口
っ
た
。

阿
部
猛
氏
が
紹
介
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
が
、
（
中
世
日
本
荘
園
史
の
研
究
）
保
延
二
年
（
二
一
一
一
六
）
九
月
付
の
明
法
博
士
勘
文
案
に
よ
る
と
、

日
吉
社
大
津
左
方
の
神
人
は
、
荘
園
か
ら
の
上
分
米
を
預
か
り
、
こ
れ
を
神
物
と
称
し
て
諸
人
に
出
挙
し
、
返
済
を
怠
る
と
き
は
、
季
節
御
祭

′■、′■、

１０９
、､ノ、.ノ

／■、′■、

８７
、_ノミーノ
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経
光
卿
記
貞
永
元
・
五
巻
一
異
文
書
、
ヒ
ス
ト
リ
ァ
一
一
一
九
・
四
○
、
三
浦
圭
一
氏
「
中
世
に
お
け
る
畿
内
の
位
置
、
渡
辺
惣
官
職
を
素
材
と
し
て
」

近
江
坂
田
郡
平
方
圧
に
は
早
く
か
ら
市
が
開
か
れ
、
廻
船
の
津
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
地
の
六
荘
村
横
田
氏
に
伝
わ
る
文
書
に
、
保
安
二

年
六
月
一
日
付
山
門
補
任
状
な
る
も
の
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
偽
文
書
で
あ
る
が
、
保
安
元
年
園
城
寺
と
の
合
戦
に
船
軍
と
し
て
功
が
あ
っ
た
た
め
、

山
門
か
ら
平
方
庄
に
諸
商
売
八
座
を
許
さ
れ
、
諸
国
の
関
所
の
自
由
通
行
権
を
あ
た
え
ら
れ
た
が
、
平
方
は
延
暦
三
年
、
三
条
室
町
の
諸
商
売
の
座

を
あ
た
え
ら
れ
て
、
そ
の
代
り
と
し
て
、
こ
の
住
人
が
日
吉
大
宮
十
禅
師
の
例
年
の
祭
礼
に
神
供
と
し
て
魚
類
一
篭
を
社
紬
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
平
方
市
庭
の
商
人
が
日
吉
神
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
偽
文
書
の
中
か
ら
も
想
像
せ
ら
れ
る
。
（
横
田
文
書
）

祭
の
前
七
日
の
間
、
膳
所
の
頭
人
の
家
に
猿
の
紋
の
幕
を
張
り
、
往
来
の
商
人
あ
る
い
は
湖
水
交
易
の
船
荷
を
征
し
、
そ
の
荷
物
に
応
じ
て
宝
銭
を

取
っ
て
、
神
供
料
と
し
、
こ
れ
を
十
分
の
一
と
名
づ
け
た
と
い
う
。
（
諸
国
図
絵
年
中
行
事
大
成
）
享
徳
四
年
□
四
五
四
）
四
月
の
祭
礼
に
は
、

大
津
の
松
本
宿
か
ら
大
榊
神
人
が
榊
を
捧
げ
て
社
頭
に
参
っ
た
と
こ
ろ
、
粟
津
の
神
人
は
こ
れ
と
争
い
、
矢
を
大
榊
に
立
て
た
た
め
、
松
本
神
人
は

祭
の
庭
に
参
ら
ず
、
粟
津
の
神
人
だ
け
が
唐
崎
で
神
供
を
供
進
し
た
の
で
、
松
本
宿
で
粟
津
の
神
人
が
召
し
と
ら
れ
た
。
（
看
聞
御
記
）
大
津
の
神

人
は
、
西
浜
と
東
浜
の
両
所
に
居
住
し
、
園
城
寺
の
勢
力
圏
内
に
あ
り
な
が
ら
、
山
王
日
吉
社
の
神
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
耀

天
記
に
は
、
「
社
頭
正
月
行
次
第
」
に
は
、
三
日
に
大
津
右
方
神
人
が
行
侍
所
に
菓
子
を
進
じ
、
九
日
に
大
津
の
左
方
と
高
島
の
新
六
十
人
・
本
六

十
人
の
神
人
が
勤
め
る
と
あ
る
が
、
大
津
の
右
方
左
方
は
西
浜
と
東
浜
に
関
係
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
明
月
記
』
安
貞
一
一
一
・
三
・
一
一
五

『
百
練
抄
』
に
よ
る
と
、
嘉
禄
元
年
（
一
一
三
五
）
八
月
、
日
吉
社
宮
仕
法
師
が
大
挙
し
て
、
藤
原
隆
衡
の
雑
掌
の
冷
泉
烏
丸
第
に
乱
入
し
た
。

お
お
や
け
う
し
ら
糸

『
政
所
賦
銘
引
付
』
文
明
六
・
五
・
一
九
に
よ
る
と
、
日
圭
ロ
聖
真
子
宮
仕
正
栄
は
、
当
社
左
方
公
後
見
井
内
外
御
供
差
定
職
を
永
代
行
光
宮
仕
に
売
却

し
て
い
る
。

三
、
日
吉
神
物
と
出
挙

一

四
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關
怠
に
及
ぶ
と
し
て
、
日
吉
社
か
ら
朝
廷
に
訴
え
さ
せ
た
。
貸
出
し
の
対
象
に
は
受
領
層
が
多
か
っ
た
が
、
越
前
木
田
荘
の
住
人
や
越
中
国
庁

官
田
堵
等
が
あ
り
、
高
島
の
住
人
や
物
売
四
条
女
も
ま
じ
っ
て
い
た
。
（
平
安
遺
文
五
、
’
’
’
一
一
五
○
）
長
寛
元
年
（
’
一
六
一
一
一
）
五
月
一
一
九
日
に

は
、
延
暦
寺
の
僧
侶
と
日
吉
社
の
神
民
等
が
京
中
に
入
り
、
渡
り
に
出
挙
物
を
誼
責
し
た
の
で
、
こ
れ
を
搦
め
進
む
べ
き
宣
旨
が
出
さ
れ
て
い

る
。
（
百
練
抄
）
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
日
吉
神
物
の
貸
出
さ
れ
た
証
文
が
数
多
く
発
見
さ
れ
る
。
嘉
元
一
一
一
年
（
一
一
一
一
○
五
）
二
月
に
は
、
近

江
菅
浦
の
村
人
八
人
が
大
浦
荘
と
の
争
い
の
訴
訟
費
用
と
し
て
、
日
吉
十
禅
師
権
現
の
彼
岸
上
分
物
御
用
途
百
五
拾
貫
文
を
、
毎
月
の
利
子
五

女
子
、
返
済
期
限
十
一
ヶ
月
の
契
約
で
借
受
け
た
。
そ
し
て
、
も
し
こ
の
銭
の
返
済
を
怠
る
と
き
は
、
彼
岸
物
で
あ
る
以
上
、
ど
の
所
領
で

も
、
市
津
で
も
、
そ
の
債
務
に
見
あ
う
も
の
を
質
物
に
と
ら
れ
た
い
と
申
し
出
た
。
し
か
し
こ
の
返
済
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
ま
た

そ
の
催
促
も
厳
重
を
き
わ
め
た
ら
し
い
。
元
徳
三
年
（
一
三
一
一
一
一
）
十
一
一
月
に
は
、
隣
三
郎
と
そ
の
下
人
の
虎
王
丸
が
日
吉
上
分
物
催
促
の
た

め
菅
浦
に
入
部
し
た
と
き
、
菅
浦
村
人
等
が
こ
れ
を
殺
害
し
た
の
で
、
建
武
元
年
十
一
月
、
山
門
東
塔
南
谷
無
動
寺
の
児
童
殊
一
丸
が
こ
れ
を

訴
え
て
い
る
。
（
菅
浦
文
書
）
正
応
四
年
（
一
二
九
一
）
九
月
に
も
、
山
門
末
寺
紀
伊
国
高
野
寺
寺
僧
法
心
は
、
金
剛
峯
寺
の
悪
僧
等
数
百
人

が
、
荒
川
荘
内
法
心
の
住
宅
に
押
寄
せ
、
日
吉
神
物
已
下
の
資
財
物
等
を
さ
が
し
取
っ
た
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
こ
れ
の
別
紙
注
文
状
に
は
、

「
銭
参
拾
伍
貫
文
日
吉
大
行
事
彼
岸
用
途
也
、
米
廿
一
石
五
斗
同
彼
岸
米
也
」
と
あ
り
、
ま
た
「
日
吉
上
分
物
よ
り
あ
い
用
途
」
と
も
記
さ
れ

て
い
る
。
（
高
野
山
文
書
又
続
宝
簡
集
一
一
三
六
）

日
吉
上
分
物
の
貸
出
し
は
月
利
二
分
乃
至
五
分
と
い
う
特
別
の
低
利
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
熊
野
神
物
そ
の
他
の
祠
堂
銭
と
ほ
ぼ
共
通

の
低
利
で
あ
る
。
神
仏
の
供
料
で
あ
る
上
に
、
山
門
の
公
人
・
日
吉
の
宮
仕
な
ど
の
厳
し
い
督
促
が
あ
っ
た
た
め
、
返
済
に
は
苦
し
ん
だ
が
、

（
１
）

低
利
な
だ
け
に
借
り
手
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
低
利
が
定
着
し
た
の
は
、
鎌
倉
末
期
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

永
仁
元
年
（
一
二
九
一
一
一
）
十
一
一
月
、
年
も
せ
ま
っ
て
、
醍
醐
の
菩
提
寺
も
、
日
吉
上
分
の
銭
八
拾
貫
文
を
月
毎
に
賞
別
七
拾
文
で
一
一
一
月
ま
で

借
り
、
質
に
菩
提
寺
の
田
一
町
一
反
を
お
き
、
も
し
難
渋
す
れ
ば
、
山
門
の
公
人
を
も
っ
て
誼
責
さ
れ
た
い
と
書
い
て
い
る
。
（
醍
醐
寺
文
書
）

は
る
か
九
州
の
薩
摩
で
も
、
比
志
島
氏
で
は
、
嘉
禎
二
年
（
一
一
一
三
六
）
十
一
月
上
総
法
橋
栄
尊
が
日
吉
上
分
稲
五
十
束
に
つ
い
て
、
満
家
院

の
地
頭
後
家
の
弁
済
方
を
守
護
の
島
津
氏
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
後
家
尼
は
大
輔
房
沙
汰
と
し
て
勧
農
さ
せ
て
い
た
作
毛
を
、
上
総
法
橋
栄
尊

が
刈
取
っ
た
た
め
、
弁
済
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
陳
弁
し
、
そ
の
後
も
問
題
が
続
い
て
い
る
。
（
比
志
島
文
書
）
五
味
克
夫
氏
は
、
こ

の
後
家
尼
は
前
満
家
院
惣
地
頭
代
大
輔
房
浄
尊
の
後
家
尼
で
あ
り
、
日
吉
神
物
は
上
総
法
橋
の
手
許
に
あ
る
も
の
で
、
恐
ら
く
は
比
志
島
名
内

延
暦
寺
の
山
僧
と
日
吉
社
神
人
の
活
動
（
豊
田
）

一

五
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ハ

（
２
）

に
鎮
守
す
る
山
王
社
に
名
主
が
進
納
す
る
稲
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
越
前
坪
江
荘
で
も
、
正
和
一
一
一
年
（
一
一
二
一
四
）
興
福
寺
一
一
一
十
講
米

分
一
一
百
三
十
賞
を
日
吉
の
神
物
、
四
年
に
は
延
暦
寺
の
末
寺
平
泉
寺
の
神
物
か
ら
借
り
出
し
て
い
る
。
（
御
講
米
等
引
付
）
日
吉
神
人
が
地
方
に

あ
っ
て
も
、
山
門
の
末
寺
や
日
吉
山
王
末
社
の
神
物
を
資
金
に
し
て
高
利
貸
的
活
動
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
せ
ら
れ
る
。

南
北
朝
の
内
乱
以
降
も
、
こ
の
日
吉
上
分
物
は
山
僧
の
手
で
さ
か
ん
に
貸
出
さ
れ
た
。
蔦
川
明
壬
院
で
も
、
そ
こ
の
浄
秀
が
、
応
永
十
九
年（ぽ
）

（
一
四
一
一
一
）
九
月
、
毎
月
六
文
の
利
子
で
、
年
内
弁
済
の
約
束
で
、
日
士
口
上
分
物
を
借
り
、
「
も
し
無
沙
汰
の
事
候
は
ぱ
、
身
が
家
を
こ
お

ち
め
さ
れ
侯
へ
く
候
」
と
記
し
て
い
る
。
（
明
王
院
文
書
四
九
二
）
山
門
関
係
ば
か
り
で
な
く
、
享
徳
一
兀
年
（
一
四
五
一
一
）
に
は
、
東
寺
公
文
所

（
３
）

の
法
眼
が
日
吉
神
物
料
足
一
一
十
一
一
貫
四
百
文
を
借
り
、
十
一
一
月
中
に
太
良
荘
の
年
貢
で
返
弁
し
て
い
る
。
公
家
も
武
家
も
庶
民
も
、
容
易
に
こ

れ
が
借
り
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
日
吉
神
物
が
他
よ
り
も
多
額
に
広
く
融
通
さ
れ
、
し
ぜ
ん
金
融
界
に
占
め
る
地
位
の
高
か
っ
た
こ
と
を
察
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
い
つ
ば
ん
に
室
町
中
期
以
後
は
、
各
社
寺
の
祠
堂
銭
が
出
廻
り
、
伊
勢
識
・
神
明
識
の
金
が
、
日
吉
の
神
物
に
代

っ
て
多
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

註（
３
）
永
享
十
一
年
（
一
四
三
九
）
に
は
、
東
寺
公
文
法
橋
が
冷
泉
蔵
か
ら
四
百
五
十
貫
文
を
貫
別
二
十
五
文
の
利
息
を
加
え
て
借
り
て
い
る
。
こ
の
冷
泉

蔵
は
山
僧
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
日
吉
神
物
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
山
僧
と
日
吉
神
物
の
貸
出
し
と
は
切
り
は
な
す
こ
と
の
で
き
な
い
密
接
な
関

係
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
１
）
伊
奈
健
次
氏
、
史
洲
三

（
２
）
同
歴
史
学
研
究
一
こ

て
」
（
「
鹿
大
史
学
」
八
）

伊
奈
健
次
氏
、
史
洲
三
「
中
世
に
於
け
る
社
寺
金
融
の
特
別
低
利
率
に
つ
い
て
」

同
歴
史
学
研
究
二
二
、
「
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
薩
摩
国
御
家
人
比
志
島
氏
の
経
済
生
活
」
、
五
味
克
夫
氏
「
薩
摩
国
御
家
人
比
志
島
氏
に
つ
い
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